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J.目 的  ト マ トは水分管理の良 し悪 しで品質に大 きな差がで る野菜であ り,そ れ

に起因す る生理障害果の発生が問題 になっているこその典型的な ものに裂果がある.

裂果の発生は様 々な要因か ら成 り,容 易に防止す ることはできない。そ こで,裂 果

を防止す るための第
一段階 として植物体内にお ける水分動態を把握す ることに した。

本研究では,植 物 内部の水 の流れ を計測できるフローセ ンサー を用いて,茎 熱収支

法によ リ トマ ト体内の水分動態 を計測 し,その影響要因 との関係 について検討 した。

I,実 験方法 実 験は学内 と上宝村の雨除け ビニールハ ウスで行 つた。学内実験で

はポ ッ ト栽培 した トマ トを湿潤区(pFO.1～2.0)と乾燥 区(pF2.0～2.7)に分 け,土壌水

分の変化に伴 う水分動態を観測 した。上宝村実験では,縮 心や結露時にお ける水分

動態の変化 を測定 した。対象 となる トマ トの茎部 ,果 柄 ,葉 柄 にフローセ ンサー を

取 り付け,水 分動態 を観測 した,ま た ,測 定す る果柄 の果実には歪みゲー ジを取 り

付 け,果 実の肥大 を観察 した ,周 辺の環境要因(日射 量,気 温 ,地 温 ,湿 度)を測 定

し,水 分動態 との関係 を調べた。学内実験の上壌水分は TDRを 用 いて制御 した。

I.結 果及び考察  学 内実験において,各 測定箇所の水分動態 は断続的かつ複雑な

動 きを示 した。 これは,根 域 が制限 されたポ ッ ト栽培特有の現象 と考 え られ る。ま

た ,湿 潤区 と乾燥 区の水分動態は両試験区のi土壌水分の差が小 さす ぎたことも影響

して明確な差は見 られなかつた。学外実験では根が連続 して吸水できたため,基 本

的な水分動態が観 察できた。個体差はあるものの,茎 基部では 6:00か ら 21:30頃 ま

で吸水 してお り,そ の間 3回 の吸水 ピー ク(午前 ,日 中,夕 方)が見 られた。葉に 日

射があたると光合成及び蒸散が始 ま り,業 部へ水が流入 した。それに伴い,根 か ら

の吸水 も増加す るが ,不 足時には果実か ら水分が流出 していた .午 後 ,蒸 散が低下

す ると,果 実への流入が測定 された。 これは葉で蓄え られた光合成物質の転流 と考

え られ る。果実への転流は果実が緑熟後期 になると減少 していた .ま た ,基 内流量

が茎基部で上向き とな り,第 5,6花 房 の間では下向きとなつていた ことか ら,転

流は下段の果実優先で行われてい ると考え られ る`果 実は緑熟後期(着花 35～ 40日

目)までは茎内流量や気温等 に関係 な く一定の割合で肥大 し,そ れ以降は気温の影響

を受 けなが ら増減 を繰 り返 していた。また,摘 心による水分動機の変化は認 め られ

なかつた。水滴が葉面へ付着す る と,葉 への流入量が減少 した。 この減少 による余

剰水分が果実に流入 して裂果が発生す ると予想 したが ,果 実への流入増加及び裂果

はお こらなかった。また,別 途行 った恒温室実験によ り, トマ トは気温等の外的要

因 とは独立 したバイオ 夢ズムをもつていることが明 らかになつた。その影響 もあ り,

今回の実験では裂果の直接的原因は明 らかにな らなかつたが,農 家か らは西 日の強

い 日の翌朝 に裂果の多い ことが報告 されてお り,夕 方 に行われ る 3回 目の吸水 と何

らかの関係 があるのではないか と考 え られ る。現在 ,夕 方の吸水が地温に影響 を受

ける傾向が見 られてお り,地揮制御時について今後水分動態 を観察す る予定である。
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